
まえがき＝同方向回転かみ合い二軸押出機は樹脂のコン
パウンディングなどに広く用いられている。押出機の内
部において，溶融した樹脂が混練される部分は溶融混練
部と呼ばれている。当社の押出機ではこの部分に
VCMT（Various Clearance Mixing Technology）セグメン
ト 1）（以下，VCMTという）あるいはKD（Kneading Disc）
セグメント（以下，KDという）を用いている。一般に，



により表した。モデル定数は Ishikawa et al.12）を参考に，
503K に相当する値，
　η0＝14527, λ＝1.18, �＝0.38
に定めた。
1．2　解析条件

　バレル直径�は 40 mmとし，セグメント形状は
Funatsu et al.5）を参考に定めた。KDは厚さ 10 mmの 5
枚のディスクからなり，それらの組合せ角度は送り方向
に 45°である。VCMTは KDと同一の長さと最大外径を
もつとし，ねじれ角度は約90度とした。セグメント長さ
�は 50.4 mmである。セグメント構成は，樹脂の輸送と






